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注注意意事事項項  
 
 
 
Adobe、Adobeのロゴ、Acrobatは Adobe Systems Inc.の商標です。 
AMD、AMDのロゴ、Athlonおよび Duronは Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。  
Intel、Intel のロゴ、Intel Celeron, PentiumII, PentiumIII は Intel Corporation.の商標です。 
Microsoft、Windows、Windows のロゴは、米国または他国の Microsoft Corporationの登録商標および商標です。 
このマニュアル中の製品およびブランド名は全て、識別を目的とするために使用されており、各社の登録商標です。 
 
このマニュアル中の製品仕様および情報は事前の通知なしに変更されることがあります。この出版物の改訂、必要な変更をする権

限は AOpen にあります。製品およびソフトウェアを含めた、このマニュアルでの誤りや不正確な記述については AOpen は責任を
負いかねます。 

この出版物は著作権法により保護されています。全権留保。  
AOpen Corp.の書面による許可がない限り、この文書の一部をいかなる形式や方法でも、データベースや記憶装置への記憶などで
も複製はできません。 
Copyright(c) 1996-2000, AOpen Inc. All Rights Reserved.   
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イインンスストトーールルのの前前にに  
 

 

このオンラインマニュアルでは製品のインストール方法が紹介されています。有用な情報は後半の章に記載されています。以後の

アップグレードやシステム設定変更に備え、このマニュアルは正しく保管しておいてください。このオンラインマニュアルはPDF
フォーマットで記述されていますから、オンライン表示には Adobe Acrobat Reader 4.0を使用します。このソフトはBonus CDデ
ィスクにも収録されていますし、Adobeウェブサイトから無料ダウンロードもできます。  

当オンラインマニュアルは画面上で表示するよう最適化されていますが、印刷出力も可能です。この場合、紙サイズは A4を指定し、
1枚に 2ページを印刷するようにします。この設定はファイル> ページ設定を選び、プリンタドライバからの指示に従います。  

 

皆様の地球資源保護への関心に感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.adobe.com/
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(このページはメモ用にお使いください。) 
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製製品品概概要要  
この度は AOpen AX34 II をお買い上げいただき、ありがとうございます。AX34 II は VIA Apollo PRO 133A チップセット採用、ATX
規格の Intel® Socket 370マザーボード(以下、M/B)です。高性能チップセット内蔵の M/B である AX34 II は Intel® Socket 370シリー
ズの Pentium III™、PPGA/FC-PGA Celeron™シリーズ 300MHz~1GHz+プロセッサまたは VIA® Cyrix™ III シリーズプロセッサおよ
び 66/100/133MHzフロントサイドバス (FSB)をサポートしています。AGP 機能面では、AGP スロットがあり、AGP 1X/2X/4Xモー
ドおよび最大 1066MB/秒までのパイプライン分割トランザクションロングバースト転送を実現します。各種ユーザーの必要に応え
て、SDRAM, VCM (バーチャルチャンネルメモリ)およびECC-レジスタつき DRAMが最大 1.5GB まで AX34 II に搭載可能です。オ
ンボードの IDE コントローラは ATA 33/66/100 モードで最大 100MB/s の転送速度をサポートしています。加えて、オンボードの
AC97 CODECチップと SoundMax 2.0により、AX34 II で高性能かつすばらしいサラウンドステレオサウンドをお楽しみいただけ
ます。それでは AOpen AX34 II の全機能をご堪能ください。 
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製製品品機機能能のの特特長長  
CPU 
Socket 370規格で 66/100/133MHz FSB (フロントサイドバス) の Intel® PPGA/FC-PGA Celeron/Pentium III および VIA® Cyrix™ III 
300MHz~1GHz+をサポートしています。 

 

チップセット 
AX34 II には高性能の VIA® Apollo Pro-133A チップセットを使用しています。このチップセットには、32ビットアクセラレーテッ
ドグラフィックスポート(AGP)、32ビットPCIバスおよび 64-ビット高性能 DRAMの各種コントローラが含まれています。この強力
な仕様により AX34 II の CPUのフロントサイドバス(FSB)は 66/100さらに 133MHz で問題なく動作します。このチップセットはま
たUltra DMA 33/66/100 E-IDE、USB キーボード/ PS2マウスインタフェースおよび RTC/CMOS をオンチップでサポートしていま
す。 

 

拡張スロット 
6個の 32ビット PCI、AMR1個、AGP 4X 1スロットが含まれます。PCI ローカルバスのスループットは最大 132MB/s です。AX34 
II に装着されているオーディオ/モデムライザー(AMR)スロットにより、モデムカード用の AMRインタフェースがサポートされてい
ます。Intel® AGP 4xの仕様にはビデオ表示用のより高速な新機能が含まれています。AGP 4xビデオカードは最大 1066MB/sのビ
デオデータ転送速度を実現します。AX34 II にはバスマスタ AGPグラフィックスカード用の AGP 4x拡張スロット 1個が装備され
ています。ADおよび SBA 信号用には 、AX34 II では 133MHz 2X/4Xモードがサポートされています。 
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メモリ 
4 個の 168 ピンDIMMシステムメモリソケットにより、最大 1.5GB の PC-133 準拠SDRAM (同期ダイナミックランダムアクセスメ
モリ)、VCM (バーチャルチャンネルメモリ)、またはレジスタつき DRAMが搭載可能です。各ソケットには 32, 64, 128, 256, 512MB
および 1GB の ECC (エラーチェックおよび訂正機能)付き SDRAM DIMMモジュールが装着できます。 

 

Ultra DMA 33/66/100 Bus Mater IDE 
オンボードの PCI Bus Master IDE コントローラにはコネクタ 2個が接続され、2チャンネルで 4台の IDE 装置が使用可能です。 サ
ポートされるのは Ultra DMA 33/66/100、PIOモード 3および 4さらに Bus Master IDE DMA モード 4、拡張 IDE 機器です。 

 

AC97オンボードサウンド  
AX34 II は AD 1885 AC97サウンドチップを採用しています。オンボードオーディオにはサウンド録音・再生システムが完備されて
います。 

 

Dr. LED (アップグレードオプション) 
Dr. LEDとは、AX34 II 上の 8 個の LEDで、遭遇した問題の性質を容易に把握できます。 

 

パワーマネジメント/プラグアンドプレイ 
AX34 II のサポートするパワーマネジメント機能は、米国環境保護局（EPA）の Energy Star計画の省電力規格をクリアしています。
さらにプラグアンドプレイ機能により、設定時のトラブルを減少させ、システムがよりユーザーフレンドリーになっています。 
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ハードウェアモニタ機能 
CPUや筐体ファンの状態、CPU温度や電圧の監視や警告がオンボードのハードウェアモニタモジュールおよびAopenハードウェア
モニタユーティリティから使用可能です。 

 

拡張 ACPI 
Windows® 95/98/ME/NT/2000シリーズ互換のACPI規格に完全準拠し、ソフト・オフ、STR (サスペンドトゥーRAM, S3), STD (ディ
スクサスペンド, S4), WOM (ウェイクオンモデム), WOL (ウェイクオン LAN)機能をサポートしています。 

 

スーパーマルチ I/O 
AX34 II には、UART 互換高速シリアルポート 2 個、EPP および ECP 互換のパラレルポート 1 個が装備されています。UART2 は
COM2から赤外線モジュールに接続してワイヤレス転送にも使用可能です。 
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ククイイッッククイインンスストトーールルのの手手順順  
このページにはシステムをインストールする簡単な手順が説明されています。以下のステップに従います。 

 

1 CPUおよびファンのインストール 

2 システムメモリ(DIMM)のインストール 

3 フロントパネルケーブルの接続 

4 IDE およびフロッピーケーブルの接続 

5 ATX電源ケーブルの接続 

6 後部パネルケーブルの接続 

7 電源の投入および BIOS 設定デフォルト値のロード 

8 CPUクロックの設定 

9 再起動 

10 オペレーションシステム(Windows 98等)のインストール 

11 ドライバおよびユーティリティのインストール  
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マザーボード全体図 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC99 カラー準拠後部パネル 

リセッタブルヒューズ 

低漏洩コンデンサ

CPU ファンコネクタ（ハード
ウェアモニタ機能付き） 

AUXファンコネクタ、ハード
ウェアモニタ機能なし 

AXT 電源コネクタ 

電圧 ･クロック自動検出付き

370ピン CPUソケット、Intel-
® Pentium® III および
Celeron™ 300MHz~1GHz+
をサポート 

AGP 4X拡張スロット 

VIA Apollo Pro 133A チップセ
ット、100/133MHz FSB および 
ATA/100 IDE をサポート 
168 ピン DIMM スロット 4 個で
PC100/PC133 SDRAM が最大
1.5GB 搭載可能 
JP14 CMOS クリア用ジャンパー 
FDD コネクタ 

ATA/33/66/100 IDE コネクタ 2 個 

JP23 & JP29 FSB 設定ジャンパー 

オンボード AC97 CODEC チップ 
JP12 オンボードサウンドオ

ン ･オフ用ジャンパー 

ビデオ ･オーディオ入力コネクタ 

モデム入力コネクタ 

CD 入力コネクタ 

フロントパネルオーディオコネクタ  

AMR 拡張スロット 

32 ビット PCI 拡張スロット 6 個 

IrDA コネクタ 

WOMコネクタ 

2nd USB コネクタ 

GPO コネクタ 

2M ビットプログラマ
ブルフラッシュ ROM 

WOL コネクタ 

Dr. LED コネクタ 

フロントパネルコネクタ 

筐体ファンコネクタ 
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(このページはメモ用にお使いください。) 
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ハハーードドウウェェアアののイインンスストトーールル  
この章ではマザーボードのジャンパー、コネクタ、ハードウェアデバイスについて説明されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

付付属属品品チチェェッッククリリスストト   
ハードウェアシステムをインストールする前に以下の付属品がそろっていることをご確認ください。 

! AX34 II マザーボード 1枚 

! ハードディスクドライブケーブルとフロッピーディスクドライブケーブル各 1本 

! 80芯線 IDE ケーブル 1本 

! 2nd USB ケーブル 1本 

! Bonus Pack CDディスクおよび NORTON AntiVirus CD各 1枚 

! AX34 II オンラインマニュアルおよびイージーインストールガイド 1式 

注意:静電放電（ESD ）が起きると、プロセッサ、ディスクドライブ、拡張ボード、その他のデバイスに損
傷を与える場合があります。各デバイスのインストール作業を行う前には常に，以下に記した注意事項を気

を付けるようにして下さい。 

 1. 各コンポーネントは，そのインストール直前まで静電保護用のパッケージから取り出さないで下さ
い。 

 2. コンポーネントを扱う際には，あらかじめアース用のリスト・ストラップを手首にはめて，コード
の先はシステム・ユニットの金属部分に固定して下さい。リスト・ストラップがない場合は，静電

放電を防ぐ必要のある作業中は常に，身体がシステム・ユニットに接触しているようにして下さい。 
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““オオププシショョンン””おおよよびび““アアッッププググレレーードドオオププシショョンン””ににつついいてて……  
このオンラインマニュアルをご覧になってコンピュータシステムを組み上げる際、機能のあるものは“オプション”,または“アップグ
レードオプション”となっている事に気づかれるでしょう。Owing to all of AOpen製マザーボードには多くのすばらしく強力な機能
が備わっていますが、場合によってはユーザーがそれらを必要としないケースもあります。それで、幾つかの主要機能はユーザー

がオプションとして選択できるようになっています。その内にはユーザーによってアップグレードできるものがあり、“アップグレ
ードオプション”と呼ばれます。ユーザーによるアップグレードが無理なものは“オプション”と呼んでいます。必要なときには地元
の販売店またはリセラーから“アップグレードオプション”コンポーネントが購入できますし、詳細情報は AOpen公式ウェブサイト: 
www.aopen.com.tw からも入手可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.aopen.com.tw/


 

21   

AAXX3344  IIII                                    オオンン ララ イイ ンン   ママ ニニ ュュ アア ルル   

CCMMOOSS デデーータタののククリリアア  
CMOS をクリアすると、システムをデフォルト設定値に戻せます。以下の方法で CMOS をクリアします。 

1. システムをオフにし、ACコードを抜きます。 

2. コネクタ PWR2から ATX電源ケーブルを外します。 

3. JP14の位置を確認し、2-3番ピンを数秒間ショートさせます。 

4. JP14を通常動作時の 1-2番ピン接続に戻します。 

5. ATX 電源ケーブルをコネクタ PWR2に差します。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ヒント: CMOS クリアはどんな時に必要? 
1. オーバークロック時の起動失敗… 
2. パスワードを忘れた… 

3. トラブルシューティング… 
正常動作時 
(デフォルト)

CMOS クリア時 

1 1 

1番ピン 
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CCPPUU ののイインンスストトーールル  
このマザーボードは Intel® Pentium III, Celeron, および VIA® Cyrix™ III の Socket370仕様 CPUをサポートしています。CPU をソケ
ットに差すときは CPUの方向に注意してください。以下の手順で CPUをインストールしてください。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ソケットの 1番ピンの位置および CPU上部の黒いドットまたは面取り部
を確かめます。1 番ピンおよび面取り部を合わせます。この方向で CPU
をソケットに差します。 

CPU 1 番ピン 
と面取り部 

CPU ソケット
レバー 

1. CPUソケットレバーを 90度引き
起こします。 

CPU 面取り部 
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ご注意：  CPUソケットの 1番ピンと
CPUの面取り部を合わせないと、CPU
に損傷を与えます。 

3. CPUソケットレバーを水平に戻すと、CPUの
インストールは完了です。 

CPU 面取り部 
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JJPP2233//JJPP2299 にによよるる FFSSBB//PPCCII ククロロッッククレレシシオオ設設定定  
 このジャンパースイッチにより、PCI およびFSBクロックの関係を設定します。一般的には、オーバークロックを行うのでない限
り、デフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

Auto 
(Default) 

FSB=133~150MHz 

FSB=100M~124Hz 

FSB=66~83MHz 

1

1

1

1

1

1

1

1

JP23 JP29 
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PCIクロック = CPU FSB クロック/クロックレシオ  
AGPクロック = PCIクロック x 2  

 
 

クロックレシオ CPU (ホスト) PCI AGP メモリ 
2X 66MHz 33MHz 66 PCI x2またはx3 

2X, オーバークロック 75MHz 37.5MHz 75MHz PCI x2またはx3 

3X 100MHz 33MHz 66MHz PCI x2、x3またはx4 

3X, オーバークロック 112MHz 37.3MHz 74.6MHz PCI x2、x3またはx4 

4X 133MHz 33MHz 66MHz PCI x3またはx4 

4X, オーバークロック 155MHz 38.75MHz 77.5MHz PCI x3またはx4 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

警告:  VIA® Apollo Pro 133Aチップセットは,最大 133MHz FSB 
および 66MHz AGP クロックをサポートしています。より高速
のクロック設定はシステムに重大な損傷を与える可能性があり

ます。 
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CCPPUU ジジャャンンパパーーレレスス設設計計  
CPU VID信号���SMbus��������������、CPU電圧�自動検出�可能���、�����BIOSセットアップ�

通�� CPU �����設定������、����������類�不要�����。��� Pentium ㆗心��������設計

�伴�不便�解消����。CPU電圧検出����心配������。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Intel® Socket 370 

Pentium III & 
Celeron CPU 

電源制御装置 

CPU VID信号 CPU電圧 

 (CPU電圧を自動生成) 

クロックジ

ェネレータ 

CPUクロック、レシオ 

 

BIOSによ

る 

制御回路 
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CCPPUU ココアア電電圧圧のの設設定定  
このマザーボードは CPU VID機能をサポートしています。CPUコア電圧は 1.3V~3.5V の範囲で自動検出・設定されます。それで
CPUコア電圧の設定は不要です。 
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CCPPUU ククロロッッククのの設設定定 
このマザーボードは CPUジャンパーレス設計なので、CPUクロックは BIOS セットアップから設定でき、ジャンパースイッチ類は
不要です。  

BIOS Setup > Frequency/Voltage Control > CPU Speed Setting 

 

CPUレシオ 1.5x, 2x, 2.5x, 3x, 3.5x, 4x, 4.5x, 5x, 5.5x, 6x, 6.5x, 7x, 7.5x, 8x 

CPU FSB  
(BIOS一覧によ
る) 

66.8, 75, 83.3, 100, 103, 105, 110, 112, 115, 120, 124, 133, 140, 150 
MHz. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 : VIA® Apollo Pro 133A チップセットは,最大
133MHz FSB および 66MHz AGP クロックをサポー
トしています。より高速のクロック設定はシステム

に重大な損傷を与える可能性があります。 

ヒント: オーバークロックにより、システム起動
に失敗してフリーズした場合は、<Home>キーを
押すだけでデフォルト設定(433MHz)に戻ります。 

Home 
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使使用用可可能能なな CCPPUU ククロロッックク  
コアクロック= CPU バスクロック * CPUレシオ  
PCIクロック= CPUバスクロック / クロックレシオ  
AGP クロック= PCIクロック x 2 

 
CPU CPUコア クロック FSBクロック レシオ 
Celeron 300A 300MHz 66MHz 4.5x 
Celeron 366 366MHz 66MHz 5.5x 
Celeron 366 366MHz 66MHz 5.5x 
Celeron 400 400MHz 66MHz 6x 
Celeron 433 433MHz 66MHz 6.5 
Celeron 466 466MHz 66MHz 7x 
Celeron 500 500MHz 66MHz 7.5x 
Celeron 533 533MHz 66MHz 8x 
Celeron 566 566MHz 66MHz 8.5x 
Celeron 600 600MHz 66MHz 9x 
Celeron 667 667MHz 66MHz 10x 
Celeron 700 700MHz 66MHz 10.5 
Pentium III 500E 500MHz 100MHz 5x 
Pentium III 600E 600MHz 100MHz 6x 

Pentium III 650E 650MHz 100MHz 6.5x 

メモ: このマザーボードには CPU 自動
検出機能が備わっています。それで CPU
クロックのマニュアル設定は不要です。 

メモ: このマザーボードには CPU 自動
検出機能が備わっています。それで CPU
クロックのマニュアル設定は不要です。 
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Pentium III 700E 700MHz 100MHz 7x 
Pentium III 750E 750MHz 100MHz 7.5 
Pentium III 800E 800MHz 100MHz 8x 
Pentium III 850E 850MHz 100MHz 8.5x 
Pentium III 533EB 533MHz 133MHz 4x 
Pentium III 600EB 600MHz 133MHz 4.5x 
Pentium III 667EB 667MHz 133MHz 5x 
Pentium III 733EB 733MHz 133MHz 5.5 
Pentium III 800EB 800MHz 133MHz 6x 
Pentium III 866EB 866MHz 133MHz 6.5 
Pentium III 933EB 933MHz 133MHz 7x 
Pentium III 1000FB 1GHz 133MHz 7.5x 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告:  VIA® Apollo Pro 133A チップセットは,最大 133MHz FSB およ
び 66MHz AGP クロックをサポートしています。より高速のクロック設
定はシステムに重大な損傷を与える可能性があります。 



 

31   

AAXX3344  IIII                                    オオンン ララ イイ ンン   ママ ニニ ュュ アア ルル   

CCPPUU おおよよびび筐筐体体ののフファァンンココネネククタタ((ハハーードドウウェェアアモモニニタタ機機能能付付きき))  
 CPUファンのケーブルは 3-ピンの CPU FANコネクタに差します。筐体ファンを使用される場合は、ケーブルを FAN1または FAN2
コネクタに差します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

SENSOR 
+12V 
GND 

メモ: CPU ファンによってはセンサ用
ピンがないものもあります。この場合、

ファンのモニタ機能は使用できません。 

CPUファンコネクタ 

FAN2コネクタ 

SENSOR 
+12V 
GND 

FAN1コネクタ 
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DDIIMMMM ソソケケッットト  
このマザーボードには、168ピンDIMMソケットが 4個装備されているので、PC100またはPC133メモリが最大 2.0GB (または 1.5GB、
FSB=133MHzの場合)搭載可能です。AX34 II は SDRAMに加えて VCMおよびレジスタ付き DRAMもサポートしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIMM1 
DIMM2 
DIMM3 
DIMM4 

ヒント:  

1. 新世代のチップセットの動作性能はメモリバッファ (性能

改善に使用)の不足により頭打ちになることがあります。そ

れで DIMMインストール時には DRAMチップが重要な役割
を果たします。残念ながら BIOS には正確なチップ数を検出
する手段はないので、チップ数は目視で確認することが必

要です。 簡単な原則は次の通りです。 目視するには、DIMM
を 16 チップ以内にするとよいでしょう。 

2. DIMM が片面か両面かを見分けるには、114および 129番ゴ
ールドフィンガーピンをチェックします。114 番と 129 番
ピンに接続した跡があれば、DIMM はおそらく両面で、そう
でない場合は片面でしょう。 

3. 2 クロックと 4 クロックの DIMM を見分けるには, SDRAM 
の 79および 163番ゴールドフィンガーピンに接続された跡
があるかどうかチェックします。跡があれば、SDRAM はお
そらく 4 クロックで、そうでない場合は 2 クロックでしょ
う。 
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DIMMは片側と両側いずれでもよく、64ビットデータと 2ないし 4クロック信号をサポートします。信頼性の面から言って 4クロ
ック SDRAMの使用を強くお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDRAM DIMM モジュール 

ECC-レジスタ付き DIMM モジュール 

VCM DIMM モジュール 
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メメモモリリモモジジュューールルののイインンスストトーールル方方法法  
メモリのインストールには下記のステップに従います。 

 

1. DIMMモジュールのピン側を下にし、下図のようにソケットを合わせます。 

 

 

 

 

 

 

2.  DIMMソケットにモジュールを両手でまっすぐ下方に DIMMモジュールが止まるまで差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 他の DIMMモジュールも同様にステップ 2の方法を繰り返してインストールします。 

20ピン 60ピン 88ピン 

メモ: DIMM がスロット底部まで
差されると、DIMM 固定用の

DIMM スロットのツメが起きて

固定されます。

ツメ
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フフロロンントトパパネネルルココネネククタタ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サスペンドモード ACPI LED 

パワーオンサスペンド (S1) 毎秒点滅 

サスペンドトゥーRAM (S3)またはハードディス
クサスペンド (S4) 

LEDは消灯 

電源 LED、EMPI、スピーカー、電源、リセットスイッチのコネクタをそれぞれ対
応するピンに差します。BIOS セットアップで“Suspend Mode” の項目をオンにし
た場合は、ACPI および電源の LEDがサスペンドモード中に点滅します。 

お持ちの ATX の筐体で電源スイッチのケーブルを確認します。これは前部パネル
から出ている 2-ピンメスコネクタです。このコネクタを SPWRと記号の付いたソ
フトウェア電源スイッチコネクタに接続します。 

1 

Speaker  

IDE LED  

+ 

+ 

+ 

Power Switch 

+ 

+ ACPI & 
Power LED 

Reset 

1 
 SPWR 
 GND 
 ACPI & PWR LED 
 GND 
+5V 
 NC 
 NC 
 GND 
 RESET 
 GND 

NC
NC

+5V
IDE LED
IDE LED

+5V
+5V

GND
NC

SPEAKER
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AATTXX 電電源源ココネネククタタ  
ATX供給電源には下図のように 20ピンのコネクタが使用されています。差し込む際は向きにご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+5V

+5V
+5V

+5V

+3.3V
+3.3V

+3.3V

COM

COM
COM

COM

COM
COM
-5V

COM

-12V

PS-ON

PW-OK

+12V
5VSB
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AACC 電電源源自自動動リリカカババリリーー    
従来の ATX システムでは AC 電源が切断された場合、電源オフ状態からの再開となります。この設計では、無停電電源を使用しな
いネットワークサーバーやワークステーションにとって常に電源オン状態を維持することが要求され、不都合です。この問題を解

決するため、当マザーボードには電源自動リカバリー機能が装備されています。 
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1番ピン 

セカンダリ 

スレーブ (4番) 

セカンダリ 
マスタ (3番) 

プライマリ  

マスタ(1番) 

プライマリ  

スレーブ(2

IIDDEE おおよよびびフフロロッッピピーーココネネククタタ  
34ピンフロッピーケーブルおよび 40ピン IDE ケーブルをフロッピーコネクタ FDDおよび IDEコネクタに接続します。青いコネク
タが IDE1です。1番ピンの向きにご注意ください。間違えるとシステムに支障を来たす恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ATA 33/66/100 IDE 
コントローラ 

FDDコネクタ 

IDE2 (セカンダリ)  

1番ピン

IDE1 (プライマリ) 
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IDE1 はプライマリチャネル、IDE2 はセカンダリチャネルとも呼ばれます。各チャネルは 2 個の IDE デバイスが接続できるので、
合計 4 個のデバイスが使用可能です。これらを協調させるには、各チャネル上の 2 個のデバイスをマスタおよびスレーブモードに
指定する必要があります。ハードディスクまたは CDROM のいずれでも接続可能です。モードがマスタかスレーブかは IDE デバイ
スのジャンパー設定に依存しますから、接続するハードディスクまたは CDROMのマニュアルをご覧ください。 

このマザーボードはATA33, ATA66およびATA100の IDE 機器をサポートしています。下表には IDE PIO転送速度および DMA モード
が列記されています。IDE バスは 16ビットで、各転送が 2バイト単位で行われることを意味します。  

 

モード クロック周期 クロック
カウント

サイクル時間 データ転送速度 

PIO mode 0 30ns 20 600ns (1/600ns) x 2バイト= 3.3MB/s  

PIO mode 1 30ns 13 383ns (1/383ns) x 2バイト= 5.2MB/s  

PIO mode 2 30ns 8 240ns (1/240ns) x 2バイト= 8.3MB/s  

PIO mode 3 30ns 6 180ns (1/180ns) x 2バイト= 11.1MB/s  

PIO mode 4 30ns 4 120ns (1/120ns) x 2バイト= 16.6MB/s  

DMA mode 0 30ns 16 480ns (1/480ns) x 2バイト= 4.16MB/s  

DMA mode 1 30ns 5 150ns (1/150ns) x 2バイト= 13.3MB/s  

DMA mode 2 30ns 4 120ns (1/120ns) x 2バイト= 16.6MB/s  

UDMA 33 30ns 4 120ns (1/120ns) x 2バイトx2 =33MB/s  

UDMA 66 30ns 2 60ns (1/60ns) x 2バイトx2 = 66MB/s  

UDMA100 20ns 2 40ns (1/40ns) x 2バイトx2 =100MB/s 

 

警告:  IDE ケーブルの規格は最大 46cm (18インチ)です。ご使用の
ケーブルの長さがこれを超えないようご注意ください。 

ヒント:  

1. 信号の品質確保のため、

一番離れた側の端子をマ

スタとし、提案された順

序にしたがって新たにデ

バイスをインストールし

てください。上図をご参

考ください。 

2. Ultra DMA 66/100ハード
ディスクの機能を最大限

引き出すには、Ultra DMA 
66/100 専用 80-芯線 IDE
ケーブルが必要です。 
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IIrrDDAA ココネネククタタ  
IrDA コネクタはワイヤレス赤外線モジュールの設定後、Laplink や Windows95のケーブル接続等のアプリケーションソフトウェア
と併用することで、ユーザーのラップトップ、ノートブック、PDA デバイス、プリンタ間でのデータ通信をサポートします。この
コネクタは HPSIR (115.2Kbps, 2m 以内)および ASK-IR (56Kbps)をサポートします。  

IrDAコネクタに赤外線モジュールを接続し、BIOS セットアップのUART2 Modeで正しく設定します。IrDA コネクタを差す際は方
向にご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

1番ピン

IrDA コネクタ 
+5V 
NC 
IRRX 
GND 
IRTX 
NC 

1
2
3
4
5
6
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WWOOMM（（ゼゼロロボボルルトトウウェェイイククオオンンモモデデムム））ココネネククタタ  
このマザーボードには内蔵モデムカードおよび外付けモデムの双方をサポートするウェイクオンモデム機能が備わっています。内

蔵モデムカードはシステム電源オフの際、電力消費はゼロなので内蔵モデムの使用をお勧めします。内蔵モデムを使用するには、

モデムカードの RINGコネクタからの 4ピンケーブルをマザーボードの WOM コネクタに接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WOMコネクタ 

+5VSB
NC
RI-

GND
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外外付付けけモモデデムムにによよるる WWOOMM 
従来のグリーン PCのサスペンドモードはシステム電源供給を完全にはオフにはせず、外付けモデムでマザーボードの COM ポート
を活性化し、アクティブに復帰します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pin 1 

シリアルポート 
(モデム側) 

シリアルポート (マ
ザーボード側) 
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内蔵モデムカードによる WWOOMM 
ATX のソフトパワーオン・オフ機能により、システムを完全にオフにしても着信時に自動的にウェイクアップして、留守録または
ファックスの送受信を行うことが可能です。システム電源が完全にオフであるかどうかは供給電源ファンがオフかどうかで判断さ

れます。外付けモデムと内蔵モデムカードの双方がモデムウェイクアップをサポートできますが、外付けモデムを使用する際は、

モデム電源をオンにしておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WOMコネクタ 

(モデムカード側) 

WOMコネクタ 

(マザーボード側) 
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WWOOLL  ((ウウェェイイククオオンン LLAANN))  
この機能はウェイクオンモデムと酷似していますが、これはローカルエリアネットワークを対象としています。LAN ウェイクアッ
プ機能を使用するには、この機能をサポートするネットワークカードが必要で、LANカードからのケーブルをマザーボードの WOL
コネクタに接続します。システム判別情報(おそらく IP アドレス)はネットワークカードに保存され、イーサネットには多くのトラ
フィックが存在するため、システムをウェイクアップさせる方法は ADM 等のネットワークソフトウェアを使用することが必要で

しょう。この機能を使用するには、LANカードへの ATXからのスタンバイ電流が最低 600mA 必要であることにご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LID 

GND 

+5VSB 
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WOLコネクタ 

(マザーボード側) 

WOLコネクタ 

(イーサネットカード側) 
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AAGGPP  ((アアククセセララレレーーテテッッドドググララフフィィッッククポポーートト))拡拡張張ススロロッットト  
AX34 II はAGP 4xスロットを装備しています。AGP 4xは高性能 3Dグラフィックス用に設計されたバスインタフェースです。AGP
はメモリへの読み書きのみをサポートし、1 組のマスタ/スレーブのみを対象にします。AGP は 66MHz クロックの立ち上がりと下
降部の双方を利用し、データ転送速度は 66MHz x 4バイト x 2 = 528MB/s です。AGP はさらに AGP 4xモードへ移行中で、転送速
度は 66MHz x 4bytes x 4 = 1056MB/s です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フック 

ヒント: AGP 拡張スロット後部には、AGP カード
を正しく固定するためのフックがついています。

スロットに VGA ライザ-を差した後は、フックを上
げてカードを固定してください。 
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AAMMRR  ((オオーーデディィオオ//モモデデムムラライイザザーー))拡拡張張ススロロッットト  
AMRはサウンドまたはモデム機能をサポートするライザーカードです。CPUの計算能力がより強力になっているので、デジタル処
理作業をメインチップセットにも分担させてCPUパワーの一部が使用できます。アナログ変換(CODEC)回路は別個の異なる回路設
計で、AMRカード上に置かれています。このマザーボードはオンボードのサウンドCODECを採用（JP12でオフにすることも可能）
していますが、予備のAMRスロットはオプションのモデム機能用です。従来のPCIモデムカードも使用できます。 
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PPCC9999 カカララーーココーードド準準拠拠後後部部パパネネルル  
オンボードの I/Oデバイスは PS/2キーボード、PS/2マウス、シリアルポートの COM1と COM2、 プリンタ、4つの USB、AC97
サウンドコーデック、ゲームポートです。下図は筐体の後部パネルから見た状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
PS/2キーボード: PS/2プラグ使用の標準キーボード用 
PS/2マウス:  PS/2プラグ使用の PC-マウス用 
USBポート:  USB 機器の接続用 
パラレルポート: SPP/ECP/EPP プリンタ接続用. 
COM1ポート:  ポインティングデバイス、モデム、その他のシリアル装置接続用 
VGAコネクタ: PCモニタ接続用（This note is for ax3sPlus, not for ax34 II） 
スピーカー出力:  外部スピーカー、イヤホン、アンプへ 
ライン入力:   CD/テーププレーヤー等からの信号源から 
マイク入力:   マイクロホンから 
MIDI/ゲームポート:  15-ピン PCジョイスティック、ゲームパッド、MIDI 装置へ 
 

PS/2キーボード  
Connector 

USB コネクタ 

COM 1ポート COM 2ポート マイク入力 
ライン入力 

スピーカー出力 

PS/2マウス 
コネクタ 

SPP/EPP/ECP パ
ラレルポート 

MIDI/ゲームポート 
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第第 22  UUSSBB ポポーートトををササポポーートト  
このマザーボードは 4個の USBポートをサポートしています。そのうちの 2つは後部パネルコネクタに、残り 2つはマザーボード
の左側に位置しています。適当なケーブルによりここからフロントパネルに接続できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SBD2-
SBD2+

GND

+5V

SBD3- 
SBD3+ 
GND 
 
+5V 

1   2 

9  10 

1番ピン 

第 2 USB ポートコネクタ 
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JJPP1122 にによよるるオオンンボボーードドササウウンンドドののオオンン ･･オオフフ   
このマザーボードにはAC97サウンド CODECが搭載されています。JP12はオンボードの AD1885 CODEC チップをオン ･オフす
るのに使用します。オンボードサウンド機能を使用しない場合は、他の PCI サウンドカードのインストール前に、このジャンパー
を 2-3にセットし、BIOS setting > Advanced Chipset Features から“OnChip Sound”をオフにします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

JP12オンボードサウンド 
オン ･オフ用ジャンパー

1番ピン 

オン 

(デフォルト) 

オフ 
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CCDD オオーーデディィオオココネネククタタ  
このコネクタは CDROMまたは DVDドライブからの CDオーディオケーブルをオンボードサウンドに接続するのに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

1番ピン

CD入力 

R 

GND 

GND 

L 
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モデムコネクタ 

MIC IN 

GND 

GND 

Mono Out 

モモデデムムオオーーデディィオオココネネククタタ  
このコネクタは内蔵モデムカードからのモノラル入力/マイク出力ケーブルをオンボードサウンド回路に接続するのに用います。1-2
ピンはモノラル入力、3-4ピンはマイク出力です。参考までに、この種のコネクタにはまだ規格はないものの、内蔵モデムカードに
よってはこのコネクタを採用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1番ピン
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AUX入力 

R 

GND 

GND 

L 

ビビデデオオ--オオーーデディィオオ入入力力ココネネククタタ  
このコネクタはMPEGカードからのMPEGオーディオケーブルをオンボードサウンドに接続するのに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1番ピン 
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フフロロンントトパパネネルルオオーーデディィオオココネネククタタ  
筐体のフロントパネルにオーディオポートが設定されている場合、オンボードオーディオからこのコネクタを通してフロントパネ

ルに接続できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIC_IN2 
VREFOUT 
PHONE_R 

NC 
PHONE_L 

GND 
+5V 
NC 
 
NC 

1   2 

9  10 

1番ピン

ご注意: ケーブルを接続する前にフロントパネルオーディオコ
ネクタからジャンパーキャップを外してください。フロントパ

ネルにオーディオポートがない場合はこの黄色いキャップを

外さないでください。 

フロントパネルオーデ
ィオコネクタ 
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GGPPOO（（汎汎用用出出力力））ココネネククタタ  
 GPO(汎用出力)機能は、パワーユーザーが自分でより多くの機能を設定できるように、AOpenにより開発された機能です。例えば、
ドーターボードにアラームやブザー、タイムキーパー等の機能を持たせるよう設計できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1   2 

5   6 

3.3V 
GPO21 
GPO19 

 
NC 
GND 

 1番ピン 
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DDrr..  LLEEDD ココネネククタタ（（アアッッププググレレーードド  オオププシショョンン））  
Dr. LED (オプション)を併用すると、PC組立て時に直面するシステム上の問題が容易に把握できます。Dr. LED のフロントパネル
にある 8個の LED表示により、問題がコンポーネントなのか、インストール関係なのかが理解できます。これによりご使用のシス
テムの自己チェックが容易に行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2   1 

6   5 

3.3V 
NC 
GND 

GPO16
GPO17
GPO18

1番ピン

Dr. LEDコネクタ 
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Dr. LEDは、フロントパネルに 8 個の LEDを有する CDディスク保管ボックスで、Dr. LEDのサイズは 5.25フロッピードライブと
全く同じですから、通常の筐体の 5.25インチドライブベイに容易にインストールできます。 

 

 

 

 
システム起動時にエラーが生じると 8個の内その段階に応じた LEDが点灯します。7番 LED (最後に点灯する LED)が点灯すれば、
システムは正常に起動したことを表します。 
8個の LEDはそれぞれ点灯時に以下の意味を有します。 

LED 0 - CPUが正しくインストールされていないか故障しています。 
LED 1 – メモリが正しくインストールされていないか故障しています。 
LED 2 - AGP が正しくインストールされていないか故障しています。 
LED 3 - PCI カードが正しくインストールされていないか故障しています。 
LED 4 – フロッピードライブが正しくインストールされていないか故障しています。 
LED 5 - HDDが正しくインストールされていないか故障しています。 
LED 6 – キーボードが正しくインストールされていないか故障しています。 
LED 7 – システムは正常に起動しています。 

 
 

 

 

 

 

Boot O.K. KB HDD Audio CPU Video Memory PCI 

7 6 5 4 3 2 1 0 

メモ: POST (電源投入時の自己診断)実行中に、システム起動完了まで
の間、デバッグ LEDは LED0から LED7まで順繰りに点灯します。 
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ババッッテテリリーー不不要要おおよよびび耐耐久久設設計計  
このマザーボードにはフラッシュ ROMと特殊回路が搭載され、これにより現在の CPUと CMOSセットアップ設定をバッテリ無し
で保存できます。RTC（リアルタイムクロック）は電源コードがつながれている間動作し続けます。何らかの理由で CMOS データ
が破壊された場合、Flash ROM から CMOS 設定を再度読み込むだけでシステムは元の状態に復帰します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EEPROMによるバックアップ 

EEPROM CMOS 

RTCリアルタイム 

クロック 00:00:00 

自動スイッチ 

バッテリー ATXスタンバイ電源 

AC電源がつながれている時 
はATXスタンバイ電源に切 

り替えられます。この優れた 

設計により、マザーボードに 

バッテリーを装着している 

場合のバッテリー寿命を延 

ばすことができます。 
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過過電電流流保保護護  
過電流保護機能はATX 3.3V/5V/12Vのスイッチング供給電源に採用されている一般的な機能です。 
しかしながら、新世代のCPUは5VからCPU電圧（例えば2.0V）を独自に生成するため、5Vの過電流保護は意味を持たなくなります。
このマザーボードにはオンボードでCPU過電流保護をサポートするスイッチングレギュレータを採用、3.3V/5V/12Vの供給電源に対
するフルレンジの過電流保護を有効にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意: 保護回路の採用により人為的な操作ミスを防ぐようになってい
ますが、このマザーボードにインストールされている CPU、メモリ、 
HDD、アドオンカード等がコンポーネントの故障、人為的ミス、原因
不明の要素により損傷を受ける場合があります。AOpenは保護回路が
常に正しく動作することの保証はいたしかねます。 

3.3V (供給電源による保護) ATX 

スイッチン

グ 供給電源 5V (供給電源による保護) 

オンボード 
パワーレギ

ュレータ 

過電流  

保護回路 

CPUコア電圧 

12V (供給電源による保護) 
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ハハーードドウウェェアアモモニニタタ機機能能  
このマザーボードにはハードウェアモニタ機能が備わっています。システムを起動させた時から、この巧妙な設計により、システ

ム動作電圧、ファンの状態、CPU温度をモニターします。システムの状態のいずれかが問題のある場合、AOpen ハードウェアモニ
タ ユーティリティを通して警告メッセージが出されます。 

 

CPU電圧 

CPU CPU温度 

システム電圧 
電源 

ファン速度 
ファン 

検出回路 
AOpenハー
ドウェアモ

ニタ ユーテ
ィリティ 
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リリセセッッタタブブルルヒヒュューーズズ  
従来のマザーボードではキーボードやUSBポートの過電流または短絡防止にヒューズが使用されていました。これらヒューズはボ
ードにハンダ付けされているので、故障した際、 (マザーボードを保護する措置を取っても)ユーザーはこれを交換はできず、マザ
ーボードは故障したままにされました。 

リセッタブルヒューズは高価ですが、ヒューズの保護機能により、マザーボードは正常動作に復帰できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リセッタブル

ヒューズ 
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西西暦暦 22000000 問問題題  ((YY22KK))  
Y2K は基本的には年号コード識別に関する問題です。記憶場所節約のため、以前のソフトウェアでは年代識別に 2桁のみ使用して
いました。例えば、98は 1998、99は 1999を意味しますが、00では 1900か 2000かはっきりしません。. 

マザーボードのチップセットには RTC回路 (リアルタイムクロック)が 128バイトの CMOS RAMデータを使用しています。RTC
は 2桁を受け持ち、CMOS が残り 2桁を提供します。残念ながらこの回路の動作は 1997# 1998 # 1999 # 1900であり、これが
Y2K 問題を起こす可能性があります。以下のブロック図がアプリケーションと OS, BIOS,RTCとの関係を示しています。PC業界で
の互換性を図るため、アプリケーションは OS を呼出し、OS が BIOS を呼び出し、BIOS のみが直接ハードウェア(RTC)を呼び出す
約束になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BIOS にはティックルーチン (約 50m 秒毎に実行)があり、日時情報を更新します。CMOS の動作速度はとても遅くシステム性能を

アプリケーション 

オペレーションシステム(Windows 98等) 

BIOS (チックルーチン) 

RTCおよびCMOSデータ 
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落とすので、一般には BIOS のチックルーチンは毎回 CMOS を更新するわけではありません。AOpen BIOS のチックルーチンは、
アプリケーションおよびオペレーションシステムが日時情報の取得ルールに従う限り、年コードに 4 桁を使用します。それで Y2K
問題 (NSTLテストプログラム等)はありません。しかしながら残念なことにテストプログラム(Checkit 98等)によっては RTC/CMOS
に直接アクセスするものがあります。このマザーボードはハードウェア面で Y2Kチェック済で問題無く作動することが保証されて
います。 
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低低漏漏洩洩ココンンデデンンササ  
高周波数動作中の低漏洩コンデンサ (低等価直列抵抗)の性質は CPUパワーの安定性の鍵を握ります。これらのコンデンサの設置場
所は 1つのノウハウであり、経験と精密な計算が要求されます。  
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CPUコア電圧の電源回路は高速度の CPU (新しい Pentium III, またはオーバークロック等)でのシステム安定性を高めるのに重要な
要素です。代表的な CPUコア電圧は 2.0V なので、優良な設計では電圧が 1.860V と 2.140V の間になるよう制御されます。つまり
変動幅は 280mV 以内ということです。下図はデジタルストレージスコープで測定された電圧変動です。これは電流が最大値 18A
の時でも電圧変動が 143mvであることを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意: このグラフは参考用で、当マザーボードに確実に適用されるわけではありません。 
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レレイイアアウウトト  ((電電磁磁波波シシーールルドド))  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高周波時の操作、特にオーバークロックでは、チップ

セットと CPU が安定動作をするためその配置方法が
重要な要素となります。このマザーボードでは”電磁波
シールド”と呼ばれる AOpen 独自の設計が採用されて
います。マザーボードの主要な領域を、動作時の各周

波数が同じか類似している範囲に区分けすることで、

互いの動作やモードのクロストークや干渉が生じにく

いようになっています。トレース長および経路は注意

深く計算されています。例えばクロックのトレースは

同一長となるよう(必ずしも最短ではない)にすること
で、クロックスキューは数ピコ秒(1/1012 Sec)以内に抑
えられています。 

注意: この図は参考用で、当マザーボードと同一であるとは限りません。  
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ドドラライイババおおよよびびユユーーテティィリリテティィ  
AOpen Bonus CDディスクにはマザーボードのドライバとユーティリティが収録されています。. システム起動にこれら全てをイン
ストールする必要はありません。ただし、ハードウェアのインストール後、ドライバやユーティリティのインストール以前に、ま

ず Windows 98等のオペレーションシステムをインストールすることが必要です。ご使用になるオペレーションシステムのインスト
ールガイドをご覧ください。 

メモ: 以下の手順に従って Windows 95 または 
Windows 98をインストールしてください。 
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BBoonnuuss  CCDD デディィススククかかららののオオーートトラランンメメニニュューー  
ユーザーは Bonus CDディスクのオートラン機能を利用できます。ユーティリティとドライバを指定し、型式名を選んでください。 
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WWiinnddoowwss  9955 ののイインンスストトーールル  
1. 始めはAGP以外のアドオンカードはインストールしないでください。 

2. Windows 95 OSR2 v2.1, バージョン 1212または 1214および USB サポートをインストールします。または別個に
USBSUPP.EXE をインストールします。 

3. VIA 4 in 1ドライバをインストールします。内容は VIA AGP Vxdドライバ、VIA ATAPI ベンダーサポートドライバおよび VIA
レジストリ(INF)プログラムです。 

4. 最後に他のアドオンカードおよび対応するドライバをインストールします。 
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WWiinnddoowwss  9988 ののイインンスストトーールル  
1. 始めは AGP以外のアドオンカードはインストールしないでください。 

2. BIOS セットアップから BIOS Setup > Advanced Chipset Features > OnChip USB から USB Controllerを Enabled（オン）に
して、BIOS が IRQ割り当てを完全にコントロールできるようにします。 

3. Window 98をインストールします。 

4. VIA 4 in 1ドライバをインストールします。内容は VIA AGP Vxdドライバ、VIA ATAPI ベンダーサポートドライバおよび VIA
レジストリ(INF)プログラムです。 

5. 最後に他のアドオンカードおよび対応するドライバをインストールします。 
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WWiinnddoowwss®®  9988  SSEE,,  WWiinnddoowwss®®  MMEE,,  WWiinnddoowwss®®22000000 ののイインンスストトーールル  
Windows® 98 Second Edition, Windows® Millennium Edition, Windows® 2000をご使用の場合、IRQルーティングドライバおよび
ACPI レジストリは既にシステムに組み込まれているので、4-in-1ドライバのインストールは不要です。Windows® 98 SE ユーザー
は、VIA レジストリ INFおよび AGP ドライバを個別にインストールすることでアップデートします。 

最新バージョンの 4 in 1ドライバについては VIA Technologies Incのサイトをご覧ください。 

 

http://www.via.com/ 

http://www.via.com/drivers/4in1420.exe 

 

http://www.via.com/
http://www.via.com/
http://www.via.com/drivers/4in1420.exe
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VVIIAA  44  iinn  11 ドドラライイババののイインンスストトーールル  
VIA 4 in 1ドライバ(IDE Bus マスタ（Windows NT用）、VIA ATAPI ベンダーサポートドライバ、VIA AGP、IRQルーティングドラ
イバ（Windows 98用）、VIA レジストリ（INF）ドライバ)は Bonus Pack CDディスクのオートランメニューからインストール可能
です。 

 

警告: VIA AGP Vxdドライバをアンインストール
する際は、まず AGP カードドライバを先にアン
インストールしてください。そうしないと、アン

インストール後再起動しても画面が黒くなって何

も表示されなくなります。 

メモ: この Bus Master IDEドラ
イバのインストールによりハー

ドディスクサスペンドでエラー

が生じる場合があります。 
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オオンンボボーードドササウウンンドドドドラライイババののイインンスストトーールル  
このマザーボードには AD 1885 AC97サウンド CODEC が装備され、サウンドコントローラーは VIA South Bridgeチップセット
内に位置します。オーディオドライバは Bonus Pack CDディスクオートランメニューから見つけられます。 
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ハハーードドウウェェアアモモニニタタ  ユユーーテティィリリテティィののイインンスストトーールル  
ハードウェアモニタ ユーティリティをインストールすることで、CPU温度、ファン回転速度、システム電圧がモニタできます。ハ
ードウェアモニタ機能は BIOS およびユーティリティソフトウェアにより動作するので、ハードウェアのインストールは不要です。 

 



 

75   

AAXX3344  IIII                                    オオンン ララ イイ ンン   ママ ニニ ュュ アア ルル   

AACCPPII ハハーードドデディィススククササススペペンンドド  
ACPI ハードディスクサスペンドは基本的には Windows のオペレーションシステムで管理されます。これで現在の作業 (システム
モード、メモリ、画像イメージ)がハードディスクに保存され、システムは完全にオフにできます。次回電源をオンにした時は
Windows の起動やアプリケーションの起動をせずに先回の作業がハードディスクから再度読み込まれ数秒間で復元されます。ご使
用のメモリが通常の 64MB であれば、メモリイメージを保存するため 64MB のハードディスク空き領域が必要です。 

システム  
イメージ 
& モード 

ハード 
ディスク 

情報の保存 

数秒間で復元 

次回電源オンの時: 

システム  
イメージ 
& モード 

サスペンドに入る時: 

ハード 
ディスク 
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必要なシステム環境 
1. AOZVHDD.EXE 1.30bまたはそれ以降のバージョン 

2. config.sys および autoexec.batの削除 

 

Windows 98新システムでのフレッシュインストール 
1. "Setup.exe /p j"を実行して Windows 98をインストールします。 

2. Windows 98のインストール完了後、コントロールパネル>電源の管理を開きます。 

a. 電源の設定 >システムスタンバイを"なし"に設定します。 

b. "ハイバネーション"をクリックし、"ハイバネーションサポートを有効にする"を指定、"適用"をクリックします。 

c. "詳細設定"タブをクリックすると、"パワーボタン"上に”ハイバネーション”が表示されます。 このオプションは上記のステッ
プ bが実行されたあとでのみ表示され、未実行であれば、"スタンバイ"および"シャットダウン"だけが表示されます。"ハイ
バネーション"を選び、"適用"をクリックします。 

3. DOS を起動し、AOZVHDDユーティリティを実行します。  

a. ディスク全体が Win 98システムで使用される(FAT 16または FAT 32)場合は、"aozvhdd /c /file"を実行してください。この
時覚えておかなければならないこととして、ディスクに十分な空きスペースが必要である点です。例えば、64 MB DRAMお
よび 16 MB VGA カードがインストールされているなら、システムには 80 MB の空きスペースが必要です。ユーティリティ
は空きスペースを自動的に探します。 

b. Win 98用にパーティションを切っている場合、"aozvhdd /c /partition"を実行します。当然ですが、システムには未フォー
マットの空きパーティションが必要です。 

4. システムを再起動します。 
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5. これで ACPI ハードディスクサスペンドが使用可能になりました。"スタート > シャットダウン>スタンバイ"で画面は自動的に
オフになります。システムがメモリ内容をハードディスクに保存するには 1分程かかります。メモリサイズが大きくなるとこれ
に要する時間が長くなります。 
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APMから ACPIへの変更 (Windows 98のみ) 
1. "Regedit.exe"を実行します。 

a. 以下のパスをたどります。 

HKEY_LOCAL_MACHINE 

SOFTWARE 

MICROSOFT 

WINDOWS 

CURRENT VERSION 

DETECT 

b. "バイナリの追加"を選び、"ACPIOPTION"と名前を付けます。 

c. 右クリックして変更を選び、"0000"の後に"01"を付けて"0000 01"とします。 

d. 変更を保存します。 

2. コントロールパネルから"ハードウェアの追加"を選びます。Windows 98に新たなハードウェアを自動検出させます。(この際
"ACPI BIOS"が検出され、"Plug and Play BIOS"が削除されます。) 

3. システムを再起動します。 

4. DOS を起動し、"AOZVHDD.EXE /C /File"を実行します。 

ACPIから APMへの変更 
1. "Regedit.exe"を実行します。 

a. 以下のパスをたどります。 



 

79   

AAXX3344  IIII                                    オオンン ララ イイ ンン   ママ ニニ ュュ アア ルル   
HKEY_LOCAL_MACHINE 

SOFTWARE 

MICROSOFT 

WINDOWS 

CURRENT VERSION 

DETECT 

ACPI OPTION 

b. 右クリックして変更を選び、"0000"の後に"02"を付けて"0000 02"とします。 

 

 

 

 

c. 変更を保存します。 

2. コントロールパネルから"ハードウェアの追加"を選びます。Windows 98に新たなハードウェアを自動検出させます。(この際 
"Plug and Play BIOS"が検出され、"ACPI BIOS"が削除されます。) 

3. システムを再起動します。 

4. "新たなハードウェアの追加"を再度開くと、"Advanced Power Management Resource"が検出されます。 

5. "OK"をクリックします。 

 

ヒント: "02"は、Windows 98が ACPI を検出したもの
の、ACPI 機能はオフになっていることの目印です。 

ヒント:現在のところ、ATI 3D Rage Pro AGP カードのみ
が ACPI ハードディスクサスペンドをサポートしていま
す。最新情報は AOpenウェブサイトをご覧ください。 
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AAWWAARRDD  BBIIOOSS  
システムパラメータの変更はBIOS セットアップメニューから行います。このメニューによりシステムパラメータを設定し、128バ
イトの CMOS 領域 (通常，RTCチップの中か，またはメインチップセットの中)に保存できます。 

マザーボード上のフラッシュ ROMにインストールされている AwardBIOS™は工場規格 BIOS のカスタムバージョンです。BIOS は
ハードディスクドライブや、シリアル・パラレルポートなどの標準的な装置の基本的な入出力機能を管理する肝心なプログラムで

す。 

AX34 II の BIOS 設定の大部分は AOpenの R&Dエンジニアリングチームによって最適化されています。しかし、システム全体に適
合するよう、BIOS のデフォルト設定だけでチップセット機能を細部に至るまで調整するのは不可能です。それでこの章の以下の部
分には、セットアップを利用したシステムの設定方法が説明されています。 

BIOS セットアップメニューを表示するには、POST (Power-On Self Test：電源投入時の自己診断) 実行中に<Del>キーを押してく
ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ : BIOS コードはマザーボードの設計の中でも
変更が繰り返される部分なので、このマニュアルで

説明されている BIOS 情報は，お持ちのマザーボー
ドに実装されている BIOS とは多少異なる場合があ
ります。 
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AAwwaarrdd™™  BBIIOOSS セセッットトアアッッププププロロググララムムのの使使用用方方法法  
一般には、選択する項目を矢印キーでハイライト表示させ、<Enter>キーで選択、<Page Up>および<Page Down>キーで設定値を変
更します。また<F1>キーでヘルプ表示、<Esc>キーで Award™ BIOS セットアッププログラムを終了できます。下表には Award™  
BIOS セットアッププログラム使用時のキーボード機能が説明されています。さらに全ての AOpen マザーボード製品では BIOS セ
ットアッププログラムに特別な機能が加わっています。それは<F3>キーで表示する言語の指定が可能である点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キー 説明 

Page Upまたは+ 次の設定値に変更または設定値を増加させる 

Page Downまたは- 前の設定値に変更または設定値を減少させる 

Enter 項目の選択 

Esc 1. メインメニュー内: 変更を保存せずに中止 

2. サブメニュー内: サブメニューからメインメニューに戻る 

↑ 前の項目をハイライト表示する 

↓ 次の項目をハイライト表示する 

← メニュー内のハイライト部分を左に移動 

→ メニュー内のハイライト部分を右に移動 

F1 メニューや項目のヘルプを表示する 

F3 メニュー言語の変更 

F5 CMOS から前回の設定値をロード 
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キー 説明 

F6 CMOS からフェイルセーフ設定値をロード. 

F7 CMOS からターボ設定値をロード. 

F10 変更を保存してセットアップを終了 

メモ  :AOpen はユーザーによりフレンドリーなコン
ピュータシステム環境を提供するよう努力していま

す。このたび、弊社は BIOS セットアッププログラム
の説明を全て BIOS フラッシュ ROM に含めました。
BIOS セットアッププログラムの機能を選択すると、
画面右側に機能の説明がポップアップ表示されます。

それで BIOS 設定変更の際マニュアルを見る必要はな
くなりました。 
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Del 

BBIIOOSS セセッットトアアッッププのの起起動動方方法法  
ジャンパー設定およびケーブル接続が正しく行われたなら準備完了です。電源をオンにし、 POST (Power-On Self Test：電源投入
時の自己診断) 実行中に<Del>キーを押すと、BIOS セットアップに移行します。推奨される最適なパフォーマンスには"Load Setup 
Defaults（デフォルト値のロード）"を選びます。 

 

 

警告:ご使用のシステムコンポーネント(CPU, DRAM, HDD等)が
ターボ設定可能であることがはっきりしない場合は、“ターボデ

フォルト値のロード”は使用しないでください。 
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BBIIOOSS ののアアッッププググレレーードド  
マザーボードのフラッシュ操作をすることには、BIOS フラッシュエラーの可能性が伴うことをご了承ください。マザーボードが正
常に安定動作しており、最新の BIOS バージョンで大きなバグフィックスがなされていない場合は、BIOS のアップデートは行わな
いようお勧めします。 

これを行うと BIOS フラッシュに失敗する可能性が存在します。アップグレードを実行する際には、マザーボードモデルに適した正
しい BIOS バージョンを必ず使用するようにしてください。 

AOpen Easy Flashは従来のフラッシュ操作とは多少異なる設計になっています。BIOS バイナリファイルとフラッシュルーチンが
一緒になっているので、１つのファイルを実行するだけでフラッシュ処理が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意: AOpen Easy Flash BIOSプログラムは Award BIOS と互換
性を持ちます。現在のところ、AOpen Easy Flash BIOS プログラム
は AMI BIOS では使用できません。たいていの場合、AMI BIOSは
以前の 486 ボードまたは初期の Pentium ボードで使用されていま
す。アップグレードの前に BIOS パッケージに圧縮されている
README ファイルをご参考になり、そのアップグレード手順に従
ってください。これでフラッシュ時のエラーを最小限に抑えられま

す。 
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簡単なフラッシュ手順は以下のとおりです。(Award BIOSのみを対象) 

1. AOpen のウェッブサイトから最新の BIOS アップグレードzip ファイルをダウンロードします。  
例えば、AX34II102.ZIP があります。 

2. シェアウェアのPKUNZIP (http://www.pkware.com/)で、バイナリ BIOSファイルとフラッシュユーティリティを解凍します。 
Windows 環境であれば、Winzip (http://www.winzip.com/)が使用できます。 

3. 解凍したファイルを起動用フロッピーディスクにコピーします。 
例えば、AX34II102.BIN & AX34II102.EXE です。 

4. システムを DOS モードで再起動します。この際 EMM386等のメモリ操作プログラムやデバイスドライバはロードしないよ
うにしてください。約 520K の空きメモリ領域が必要です。 

5. A:> AX34II102を実行すると後はプログラムが自動処理します。 
 
フラッシュ処理の際は表示がない限り、絶対に電源を切らないで下さい。 
 

6. システムを再起動し、<Del>キーを押してBIOS セットアップを起動し、"L oad Setup Defaults(デフォルト設定値のロード)"
を選び、“Save & Exit Setup(設定値を保存して終了)”します。これで BIOS アップグレードは完了です。  

 

 

 

 

 

 

警告 : フラッシュ時には以前の BIOS 設定およびプラグアンドプ
レイ情報は完全に置き換えられます。システムが以前のように動作

するには、BIOS の再設定および Win95/Win98の再インストール、
アドオンカードの再インストールが必要となります。 

http://www.pkware.com/)?
http://www.winzip.com/
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オオーーババーーククロロッックク  
マザーボード業界での先進メーカーであるAOpenは常にお客様のご要望に耳を傾け、ユーザー皆様の様々なご要求に合った製品を
開発してまいりました。マザーボードの設計の際の私たちの目標は、信頼性、互換性、先進テクノロジー、ユーザーフレンドリー

な機能です。これら設計上の分野の一方には、“オーバークロッカー”と呼ばれるシステム性能をオーバークロックにより限界ま

で引き出すよう努めるパワーユーザーが存在します。 
このセクションはオーバークロッカーの皆さんを対象にしています。 

この高性能マザーボードは最大 100MHz バスクロックをサポートします。しかしこれはさらに将来の CPU バスクロック用に
150MHz まで使用可能なように設計されています。弊社ラボのテスト結果によれば、高品質のコンポーネントと適切な設定により
150MHz が到達可能であることを示しています。150MHz へのオーバークロックは快適で、さらにマザーボードにはフルレンジ(CPU
コア電圧) 設定および CPUコア電圧調整のオプション機能が備わっています。CPUクロックレシオは最大 8Xで、これは Pentium 
III/Celeron CPUの大部分に対してオーバークロックの自由度を提供するものです。参考までに 150MHz バスクロックへとオーバー
クロックした際の設定値を紹介します。 

 

これはオーバークロック動作を保証するものではありません。 ☺ 

 

 

 

 

 

 

警告：この製品はCPU およびチップセットベンダーの設計ガイドライン 

にしたがって製造されています。製品仕様を超える設定は薦められている 

範囲外であり、ユーザーはシステムや重要なデータの損傷などのリスクを 

個人で負わなければなりません。オーバークロックの前に各コンポーネン 

ト特にCPU 、メモリ、ハードディスク、AGP VGA カード等が通常以外の 

設定に耐えるかどうかを確認してください。

ヒント：オーバークロックにより発熱の

問題が生じることも考慮に入れ 

ます。冷却ファンとヒートシンクがCPU 
のオーバークロックにより生 

じる余分の熱を放散する能力があるか

確認してください。 



 

87   

AAXX3344  IIII                                    オオンン ララ イイ ンン   ママ ニニ ュュ アア ルル   

VVGGAA カカーードドおおよよびびハハーードドデディィススクク  
VGA およびハードディスクはオーバークロックで鍵となるコンポーネントです。以下のリストは弊社ラボでテストされた時の値で
す。このオーバークロックが再現できるかどうかは AOpenでは保証いたしかねますのでご注意ください。弊社公認ウェブサイトで
使用可能なベンダー一覧(AVL)をご確認ください。 

VGA: http://www.aopen.com.tw/tech/report/overclk/mb/vga-oc.htm 

HDD: http://www.aopen.com.tw/tech/report/overclk/mb/hdd-oc.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.aopen.com.tw/tech/report/overclk/mb/vga-oc.htm
http://www.aopen.com.tw/tech/report/overclk/mb/hdd-oc.htm
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用用語語解解説説  
AACC9977 ササウウンンドドココーーデデッックク  
基本的には AC97規格はサウンドおよびモデム回路を、デジタルプロセッサおよびアナログ入出力用のCODECの 2つに分け、AC97
リンクバスでつないだものです。データプロセッサはマザーボードのメインチップセットに組み込めるので、サウンドとモデムの

オンボードの手間を軽減することができます。 

AACCPPII  ((アアドドババンンススドド  ココンンフフィィギギュュレレーーシショョンン&&パパワワーー  イインンタタフフェェーースス))  
ACPI は PC97 (1997)のパワーマネジメント規格です。これはオペレーションシステムへのパワーマネジメントをBIOSをバイパスし
て直接制御することで、より効果的な省電力を行うものです。. チップセットまたはスーパーI/Oチップは Windows 98等のオペレ
ーションシステムに標準レジスタインタフェースを提供する必要があります。この点はPnP レジスタインタフェースと少し似てい
ます。ACPI によりパワーモード変更時の ATX一時ソフトパワースイッチが設定されます。 

 

AAGGPP  ((アアククセセララレレーーテテッッドドググララフフィィッッククポポーートト))  
AGP は高性能 3D グラフィックスを対象としたバスインタフェースです。AGP はメモリへの読み書き作業、1 つのマスター、1 つ
のスレーブのみをサポートします。AGP は 66MHzクロックの立ち上がりおよび下降の両方を利用し、2X AGP ではデータ転送速度
は 66MHz x 4バイト x 2 = 528MB/s となります。AGP は現在 4Xモードに移行中で、この場合は 66MHz x 4バイト x 4 = 1056MB/s
となります。AOpenは 1999年 10月から AX6C (Intel 820)および MX64/AX64 (VIA 694x)により 4X AGP マザーボードをサポート
している初のメーカーです。 
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AAMMRR  ((オオーーデディィオオ//モモデデムムラライイザザーー))  
AC97サウンドとモデムのソリューションであるCODEC 回路はマザーボード上または AMRコネクタでマザーボードに接続したラ
イザーカード(AMRカード)上に配置することが可能です。 

 

AAOOppeenn  BBoonnuuss  PPaacckk  CCDD  
AOpen マザーボード製品に付属のディスクで、マザーボード各種ドライバ、PDF 型式のオンラインマニュアル表示用の Acrobat 
Reader、その他役立つユーティリティが収録されています。 

 

AAPPMM  ((アアドドババンンススドドパパワワーーママネネジジメメンントト))  
ACPIとは異なり、BIOS が APMのパワーマネジメント機能の大部分を制御しています。AOpen ハードディスクサスペンドが APM
パワーマネジメントの典型的な例です。 

 

AATTAA  ((AATT アアタタッッチチメメンントト))  
ATA はディスケットインタフェースの規格です。80年代に、ソフトウェアおよびハードウェアメーカー多数により ATA 規格が確立
されました。ATとは International Business Machines Corp.(IBM)のパソコン/ATのバス構造のことです。 

 

AATTAA//6666  
ATA/66はクロック立ち上がりと下降時の両方を利用し、UDMA/33の転送速度の 2倍となります。データ転送速度は PIO mode 4あ
るいは DMA mode 2の 4倍で、16.6MB/s x4 = 66MB/s です。ATA/66を使用するには、ATA/66 IDE 専用ケーブルが必要です。 
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AATTAA//110000  
ATA/100は現在発展中の IDE 規格です。ATA/100も ATA/66と同様クロックの立ち上がりと降下時を利用しますが、クロックサイク
ルタイムは 40ns に短縮されています。それで、データ転送速度は (1/40ns) x 2バイト x 2 = 100MB/s となります。ATA/100を使用
するには ATA/66と同様、専用の 80芯線 IDE ケーブルが必要です。 

 

BBIIOOSS  ((基基本本入入出出力力シシスステテムム))  
BIOS はEPROMまたはフラッシュ ROMに常駐する一連のアセンブリルーチンおよびプログラムです。BIOS はマザーボード上の入
出力機器およびその他ハードウェア機器を制御します。一般には、ハードウェアに依存しない汎用性を持たせるため、オペレーシ

ョンシステムおよびドライバは直接ハードウェア機器にではなく BIOS にアクセスするようになっています。  

 

BBuuss  MMaasstteerr  IIDDEE  ((DDMMAA モモーードド))  
従来の PIO (プログラマブル I/O) IDE では、機械的な操作待ちを含めた全ての動作を CPUから管理することが必要でした。CPU負
荷を軽減するため、バスマスターIDE 機器はメモリ間でのデータのやり取りを CPUを介さずに行うことで、データがメモリと IDE
機器間で転送中にも CPUの動作を遅くさせません。バスマスターIDE モードをサポートするには、バスマスターIDE ドライバおよ
びバスマスターIDE ハードディスクドライブが必要です。 

 

CCNNRR  ((ココミミュュニニケケーーシショョンン及及びびネネッットトワワーーキキンンググラライイザザーー))  
CNR 規格は、今日の「つながれた PC」に広く使用される LAN、ホームネットワーキング、DSL、USB、無線、オーディオ、モデ
ムサブシステムを柔軟かつ低コストで導入する機会を PC業界に提供します。CNRは、OEM各社、IHV カードメーカー、チップ供
給メーカー、Microsoft によって支持されているオープンな工業規格です。 
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CCOODDEECC  ((符符号号化化おおよよびび復復号号化化))  
通常、CODECはデジタル信号とアナログ信号相互の変換を行う回路を意味します。これはAC97 サウンドおよびモデムソリューシ
ョンの一部です。 

 

DDDDRR  ((倍倍速速デデーータタ転転送送))  SSDDRRAAMM  
DDR SDRAMは既存の DRAM インフラ構造とテクノロジーを使用しながら、システムが 2倍のデータ転送を行えるようにするもの
で設計及び採用が容易です。当初大容量メモリを要するサーバー及びワークステーションの完璧なソリューションとして打ち出さ

れた DDR は、その低コスト及び低電圧のため、高性能デスクトップ機、モバイル PC、低価格 PC さらにはインターネット機器や
モバイル機器まで、PC市場の各分野での理想的なソリューションとなっています。 

 

DDIIMMMM  ((デデュュアアルルイインンラライインン  メメモモリリモモジジュューールル))    
DIMMソケットには合計 168ピンがあり、64ビットのデータをサポートします。これには片面と両面とがあり、PCB の各側のゴー
ルデンフィンガー信号が異なり、このためデュアルインラインと呼ばれます。ほとんどすべての DIMM は動作電圧 3.3V のSDRAM
で構成されます。旧式の DIMM には FPM/EDO を使用する物があり、これは 5V でのみ動作します。これは SDRAM DIMM と混同
できません。 

 

DDMMAA  ((ダダイイレレククトトメメモモリリアアククセセスス))  
メモリ及び周辺機器間での通信用のチャンネルです。 
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EECCCC  ((エエララーーチチェェッッククおおよよびび訂訂正正))    
ECCモードは 64ビットのデータに対し、8 ECCビットが必要です。メモリにアクセスされる度に、ECCビットは特殊なアルゴリ
ズムで更新、チェックされます。パリティーモードでは単ビットエラーのみが検出可能であるのに対し、ECC アルゴリズムは複ビ
ットエラーを検出、単ビットエラーを自動訂正する能力があります。 

 

EEDDOO  ((拡拡張張デデーータタ出出力力))メメモモリリ     
EDO DRAMテクノロジーは FPM (ファストページモード)と酷似しています。保存準備動作を開始し 3サイクルでメモリデータ出力
する従来の FPM とは異なり、EDO DRAM はメモリデータを次のメモリアクセスサイクルまで保持する点で、パイプライン効果に
類似し、1クロックモードの節約となります。 

 

EEEEPPRROOMM  ((電電子子式式消消去去可可能能ププロロググララママブブルル RROOMM))  
これは E2PROM とも呼ばれます。EEPROM およびフラッシュ ROM は共に電気信号で書き換えができますが、インタフェース技
術は異なります。EEPROMのサイズはフラッシュ ROMより小型です。 

 

EEPPRROOMM  ((消消去去可可能能ププロロググララママブブルル RROOMM))  
従来のマザーボードでは BIOS コードは EPROMに保存されていました。EPROMは紫外線(UV)光によってのみ消去可能です。BIOS
のアップグレードの際は、マザーボードから EPROMを外し、UV 光で消去、再度プログラムして、元に戻すことが必要でした。 
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EEVV66 ババスス  
EV6バスは Digital Equipment Corp.社製の Alphaプロセッサテクノロジーです。EV6バスは DDR SDRAMや ATA/66 IDE バスと同
様、データ転送にクロックの立ち上がりと降下両方を使用します。 
EV6バスクロック= CPU外部バスクロック x 2. 
例えば、200 MHz EV6バスは実際には 100 MHz外部バスクロックを使用しますが、200 MHzに相当するクロックとなります。 

FFCCCC  DDooCC  ((DDeeccllaarraattiioonn  ooff  CCoonnffoorrmmiittyy))  
DoCは FCC EMI 規定の認証規格コンポーネントです。この規格により、シールドやハウジングなしで DoC ラベルを DIY コンポー
ネント (マザーボード等)に適用できます。 

 

FFCC--PPGGAA  ((フフリリッッププチチッッププ--ピピンンググリリッッドド配配列列))  
FCとはフリップチップの意味で、FC-PGA は Intel の Pentium III CPU用の新しいパッケージです。 これは SKT370ソケットに差
せますが、マザーボード側で 370 ソケットへの追加信号を送る必要があります。これはマザーボードに新たな設計が必要であるこ
とを意味します。Intel は FC-PGA 370 CPUを出荷し、slot1 CPUは徐々に減少するでしょう。 

 

フフララッッシシュュ RROOMM  
フラッシュ ROMは電気信号で再度プログラム可能です。BIOS はフラッシュユーティリティにより容易にアップグレードできます
が、ウィルスに感染し易くもなります。新機能の増加により、BIOSのサイズは 64KB から 256KB (2Mビット)に拡大しました。AOpen 
AX5Tは最初に 256KB (2Mビット)フラッシュ ROMを採用したマザーボードです。現在、フラッシュ ROMサイズは AX6C (Intel 820)
および MX3W (Intel 810)マザーボードのように 4Mビットへと移行中です。AOpen製マザーボードは EEPROMを使用することで
ジャンパーとバッテリー不要の設計を実現しています。 
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FFSSBB  ((フフロロンントトササイイドドババスス))ククロロッックク  
FSB クロックとは CPU外部バスクロックのことです。  

CPU内部クロック= CPU FSB クロック x CPUクロックレシオ 

 

II22CC ババスス    
SMBusをご覧ください。. 

 

IIEEEEEE  11339944  
IEEE 1394は Apple Computerがデスクトップ LANとして考案した低コストのデジタルインタフェースで、IEEE 1394ワーキング
グループによって発展してきました。IEEE 1394ではデータ転送速度が 100, 200または 400 Mbps となります。利用法の一つとし
て、デジタルテレビ機器を 200 Mbps で接続することが挙げられます。シリアルバスマネジメントにより、タイミング調整、バス上
の個々の機器への適切な電力供給、同時間性チャネル ID割り当て、エラー発生通知等の.シリアルバスの設定制御が行われます。IEEE 
1394のデータ転送には 2つの方式があります。1つは非同期、他方はアイソクロノス（isochronous）転送です。非同期転送は従来
のコンピュータによるメモリへのマップ、ロード、ストアを行うインタフェースです。データ転送要求は特定のアドレスに送られ

確認が返されます。日進月歩のシリコン技術に調和して IEEE 1394にはアイソクロノス転送チャネルのインタフェースが用意され
ています。アイソクロノスデータチャネルは一定のクロック信号に合わせてデータ転送を行うもので、着実な転送が保証されます。

これは時間要素が大きく効いてくるマルチメディアデータにとって特に有用で、データの即時転送によって手間のかかるバッファ

処理を省くことができます。 
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パパリリテティィーービビッットト  
パリティーモードは各バイトに対して 1 パリティービットを使用し、通常はメモリデータ更新時には各バイトのパリティービット
は偶数の”1”が含まれる偶数パリティーモードとなります。次回メモリに奇数の"1"が読み込まれるなら、パリティーエラーが発生し
たことになり、単ビットエラー検出と呼ばれます。 

PPBBSSRRAAMM  ((パパイイププラライインンドドババーースストト SSRRAAMM))  
Socket 7 CPUでは、1回のバーストデータ読み込みで 4QWord (Quad-word, 4x16 = 64ビット)が必要です。PBSRAMは 1つのアド
レスデコード時間が必要なだけで、残りの Qwords の CPU 転送は予め決められたシーケンスで行われます。通常これは 3-1-1-1 の
合計 6クロックで、非同期 SRAMより高速です。PBSRAMは Socket 7 CPU の L2 (level 2)キャッシュにたびたび使用されます。
Slot 1および Socket 370 CPUは PBSRAMを必要としません。 

 

PPCC--110000  DDIIMMMM  
SDRAM DIMMのうち、100MHz CPU FSBバスクロックをサポートするものです。 

 

PPCC--113333  DDIIMMMM  
SDRAM DIMMのうち、133MHz CPU FSBバスクロックをサポートするものです。 

 

PPCC--11660000 おおよよびび PPCC--22110000  DDDDRR  DDRRAAMM  
FSB クロックにより、DDR DRAMは動作クロック 200MHzと 266MHzの 2タイプがあります。DDR DRAMのデータバスは 64-ビ
ットなので、データ転送速度は 200x64/8=1600MB/s 及び 266x64/8=2100MB/s となります。以上より PC-1600 DDR DRAMは
100MHzを、PC-2100 DDR DRAMは 133MHz FSB クロックを使用していることがわかります。 
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PPCCII  ((ペペリリフフェェララルルココンンポポーーネネンントトイインンタタフフェェーースス))ババスス    
コンピュータと拡張カード間の周辺機器内部での高速データ転送チャンネルです。 

 

PPDDFF フフォォーーママッットト  
電子式文書の形式の一種である PDF フォーマットはプラットホームに依存しないもので、PDF ファイル読み込みには Windows, 
Unix, Linux, Mac …用の各 PDF Readerを使用します。PDFファイル表示には IE および Netscapeのウェブブラウザも使用できま
すが、この場合 PDFプラグイン (Acrobat Readerを含む)をインストールしておくことが必要です。 

 

PPnnPP((ププララググアアンンドドププレレイイ))  
PnP 規格は BIOS およびオペレーションシステム (Windows 95等)の双方に標準レジスタインタフェースを必要とします。これらレ
ジスタは BIOS とオペレーションシステムによるシステムリソースの設定および競合の防止に使用されます。IRQ/DMA/メモリは
PnP BIOS またはオペレーションシステムにより自動割り当てされます。現在、PCI カードのほとんどおよび大部分の ISA カードは
PnP 対応済です。 

 

PPOOSSTT  ((電電源源投投入入時時のの自自己己診診断断))  
電源投入後の BIOS の自己診断手続きは、通常、システム起動時の最初または 2番目の画面で実行されます。 

 

RRDDRRAAMM  ((RRaammbbuuss  DDRRAAMM))  
ラムバスは大量バーストモードデータ転送を利用するメモリ技術です。理論的にはデータ転送速度はSDRAMよりも高速です。
RDRAMチャンネル操作でカスケード処理されます。Intel 820の場合、1つの RDRAMチャネルのみが認められ、各チャネルは 16
ビットデータ長、チャネルに接続可能な RDRAMデバイスは最大 32であり、RIMMソケット数は無関係です。 
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RRIIMMMM  ((RRaammbbuuss イインンラライインンメメモモリリモモジジュューールル))  
RDRAMメモリ技術をサポートする 184ピンのメモリモジュールです。RIMMメモリモジュールは最大 16 RDRAMデバイスを接続
できます。 

 

SSDDRRAAMM    ((同同期期 DDRRAAMM))    
SDRAM は DRAM 技術の一つで、DRAM が CPU ホストバスと同じクロックを使用するようにしたものです (EDO および FPM は
非同期型でクロック信号は持ちません)。これはPBSRAMがバーストモード転送を行うのと類似しています。SDRAM は 64 ビット
168ピンDIMMの形式で、3.3V で動作します。AOpenは 1996 年第 1四半期よりデュアル SDRAM DIMMをオンボード(AP5V)でサ
ポートする初のメーカーとなっています。 

 

シシャャドドウウ EE22PPRROOMM  
E2PROM動作をシミュレートするフラッシュ ROMのメモリ領域のことで、AOpenマザーボードはシャドウ E2PROMによりジャン
パーおよびバッテリー不要の設計となっています。 

 

SSIIMMMM  ((シシンンググルルイインンラライインンメメモモリリモモジジュューールル))    
SIMMのソケットは 72ピンで片面だけです。PCB 上のゴールデンフィンガーは両側とも同じです。これがシングルインラインと言
われる所以です。SIMM は FPM またはEDO DRAMによって構成され、32ビットデータをサポートします。SIMM は現在のマザー
ボード上では徐々に見られなくなっています。 
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SSMMBBuuss  ((シシスステテムムママネネジジメメンントトババスス))  
SMBus は I2Cバスとも呼ばれます。これはコンポーネント間のコミュニケーション(特に半導体 IC)用に設計された 2線式のバスで
す。使用例としては、ジャンパーレスマザーボードのクロックジェネレーターのクロック設定があります。SMBus のデータ転送速
度は 100Kbit/s しかなく、1つのホストと CPUまたは複数のマスターと複数のスレーブ間でのデータ転送に利用されます。 

 

SSPPDD  ((既既存存シシリリアアルル検検出出))  
SPDは小さな ROM またはEEPROMデバイスで DIMMまたはRIMM上に置かれます。SPDには DRAMタイミングやチップパラメー
タ等のメモリモジュール情報が保存されています。SPDはこの DIMMや RIMM用に最適なタイミングを決定するのにBIOSによって
使用されます。 

 

UUllttrraa  DDMMAA  
Ultra DMA (または、より正確には Ultra DMA/33) は、ハードディスクからコンピュータのデータパス（またはバス）経由でのコン
ピュータのランダムアクセスメモリ（RAM）へのデータ転送プロトコルです。Ultra DMA/33プロトコルでは、バーストモードで従
来のダイレクトアクセスメモリ(DMA) の 2 倍である 33.3MB/s のデータ転送速度を実現します。Ultra DMA はハードディスクメー
カーの Quantum corp社及びチップセットとコンピュータバステクノロジーメーカーの Intel 社によって提案された工業仕様です。
お手持ちのコンピュータで Ultra DMAをサポートしている場合、システム起動及びアプリケーション起動が速いことを意味します。
またユーザーがグラフィックス中心やハードディスク上の多量データへのアクセスを要するアプリケーションを使用する際の支援

をします。Ultra DMA はサイクリカルリダンダンシーチェック (CRC)をサポートし、一歩進んだデータ保護を行います。Ultra DMA 
には、PIOや DMA と同様、40 ピン IDE インタフェースケーブルを使用します。 

16.6MB/s x2 = 33MB/s  

16.6MB/s x4 = 66MB/s 
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16.6MB/s x6 = 100MB/s 

 

UUSSBB  ((ユユニニババーーササルルシシリリアアルルババスス))  
USB は 4 ピンのシリアル周辺用バスで、キーボード、マウス、ジョイスティック、スキャナ、プリンタ、モデム等の低・中速周辺
機器 (10Mbit/s 以下)がカスケード接続できます。USB により、従来の PC後部パネルの込み入った配線は不要になります。 

 

VVCCMM((ババーーチチャャルルチチャャンンネネルルメメモモリリ))  
NEC社の’バーチャルチャンネルメモリ (VCM)はメモリシステムのマルチメディアサポート能力を大幅に向上させる、新しい DRAM
コア構造です。VCMは、メモリコアおよび I/Oピン間に高速な静的レジスタセットを用意することで、メモリバス効率および DRAM
テクノロジの全体的性能を向上させます。VCMテクノロジーにより、データアクセスのレイテンシは減少し、電力消費も減少しま
す。 

 

ZZIIPP フファァイイルル  
ファイルサイズを小さくするよう圧縮されたファイル。ファイルの解凍には、DOS モードや Windows 以外のオペレーションシステ
ムではシェアウェアの PKUNZIP (http://www.pkware.com/) を、Windows 環境では WINZIP (http://www.winzip.com/)を使用します。 

 

http://www.pkware.com/
http://www.winzip.com/


 

100   

AAXX3344  IIII                                    オオンン ララ イイ ンン   ママ ニニ ュュ アア ルル   

トトララブブルルシシュューーテティィンンググ  
 

システム起動時に何らかの問題が生じた場合は、以下の手順で問題を解決します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源をオフにし、AC電源ケーブルを抜いて、全てのアドオンカードおよび
VGA, IDE, FDD, COM1, COM2, プリンタを含む全てのケーブルを外します。 

スタート 

全てのジャンパー設定が正しいか確認します。 

CMOS をクリアします。 

次へ 
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VGA カードのインストール後、モニタおよびキーボードを接続しま
す

続き 

電源をオンに 

した時、電源装置および

CPUファンが動作してい
ますか？ 

問題の原因は電源装置かマザーボー

ドの故障と思われます。リセラーまた

は販売店に連絡して修理します。 次へ 

No Yes
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続き 

<Ctrl> と <Alt> キーを同時に押しながら、<Del>キー
を押して、システムを再起動させます。 

画像が表示されていますか？ 
No 

Yes

恐らくVGA カードかモ
ニタの故障でしょう。 

システムが再起動 

しましたか？  

No 
ご使用の キーボードが
故障している可能性が

高いです。 

次へ 

Yes
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続き 

システム再起動中に<Del>キーを押して BIOS セット
アップに入り、“Load Setup Default”を選びます。 

システムは問題なく 

再起動しますか？ 

No 
問題の原因は恐らく 
IDE ケーブルかハード
ディスク本体でしょう。 

終了 

Yes 

システム電源をオフにし、IDE ケーブルを接続し直します。 

Windows 98等のオペレーションシステムを再インストールしてみま
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テテククニニカカルルササポポーートト  
お客様各位 

この度は AOpen製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。お客様への最善かつ迅速なサービスが弊社の最優先すると
ころでございます。しかしながら毎日いただく E メールおよび電話のお問合せが世界中から無数にあり、全ての方にタイムリーな
サポートをご提供いたすのは困難を極めております。弊社にご連絡になる前に下記の手順で必要な解決法をご確認になることをお

勧めいたします。皆様のご協力で、より多くのお客様に最善のサービスをご提供させていただけます。 

皆様のご理解に深く感謝いたします。 

AOpenテクニカルサポートチーム一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインマニュアル :マニュアルを注意深く読み、ジャンパー設定およびインストール手順が正しいことを確認して

ください。 
http://www.aopen.com.tw/tech/download/manual/default.htm 11111111    

テストレポート: PC組立て時の互換性テストレポートから board/card/deviceの部分をご覧ください。  
http://www.aopen.com.tw/tech/report/default.htm 22222222 

FAQ: 最新の FAQ (よく尋ねられる質問)からトラブルの解決法が見つかるかもしれません。  
http://www.aopen.com.tw/tech/faq/default.htm 33333333 

ソフトウェアのダウンロード: 下表からアップデートされた最新の BIOS またはユーティリティ、ドライバをダウンロ
ードしてみます。  
http://www.aopen.com.tw/tech/download/default.htm 44444444 

http://www.aopen.com.tw/tech/download/manual/default.htm
http://www.aopen.com.tw/tech/report/default.htm
http://www.aopen.com.tw/tech/faq/default.htm
http://www.aopen.com.tw/tech/download/default.htm
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パーツ番号およびシリアル番号   

パーツ番号およびシリアル番号はバーコードラベルに印刷されています。ラベルは包装の外側、ISA/CPUスロットまたは PCBのコ
ンポーネント側にあります。以下が一例です。 

 

 

 

 

 

 

P/N: 91.88110.201がパーツ番号で、S/N: 91949378KN73がシリアル番号です。 

55555555 

ニュースグループ: 発生したトラブルの解決法が、ニュースグループに掲載された弊社のサポートエンジニアまたは
シニアユーザーのポスティングから見つかるかもしれません。  
http://www.aopen.com.tw/tech/newsgrp/default.htm 

販売店、リセラーへのご連絡: 弊社は当社製品をリセラーおよびシステム設計者を通して販売しております。ユーザ
ーのシステム設定およびそのトラブルに対して先方が弊社より明るい可能性があります。 またユーザーへの対応の仕
方が次回に別の製品をお求めになる際の参考ともなるでしょう。 66666666 

弊社へのご連絡: ご連絡に先立ち、システム設定の詳細情報およびエラー状況をご確認ください。パーツ番号、シリ
アル番号、BIOSバージョンも大変参考になります。 77777777 

. 
シリアル No. パーツ No. 

http://www.aopen.com.tw/tech/newsgrp/default.htm
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型型式式名名おおよよびび BBIIOOSS ババーージジョョンン   
型式名および BIOS バージョンはシステム起動時の画面 (POST 画面)の左上に表示されます。以下が一例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AX34 II がマザーボードの型式名で、R1.20が BIOS バージョンです。 

 

 

 

 

 

  

AX34 II R1.20 Jan.01.2001 AOpen Inc. 

 

Award Plug and Play BIOS Extension v1.0A 

Copyright © 1998, Award Software, Inc. 
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製製品品のの登登録録  
AOpen製品をお買い上げいただきありがとうございます。数分を利用して下記の製品登録をお済ましになるよう、AOpenからお勧
めいたします。製品の登録により、AOpen社からの質の高いサービスが提供されます。登録後のサービスは以下のとおりです。  

• オンラインのスロットマシンゲームに参加し、ボーナス点数を貯めて AOpen社の景品と引き換えることができます。  

• Club AOpenプログラムのゴールド会員にアップグレードされます。  

• 製品の安全上の注意に関する E メールが届きます。製品に技術上注意する点があれば、ユーザーに迅速にお知らせするため
です。  

• 製品の最新情報が E メールで届けられます。  

• AOpenウェブページをパーソナライズできます。  

• BIOS/ドライバ/ソフトウェアの最新リリース情報が E メールで通知されます。 

• 特別な製品キャンペーンに参加する機会があります。  

• 世界中の AOpen社スペシャリストからの技術サポートを受ける優先権が得られます。  

• ウェブ上のニュースグループでの情報交換が可能です。 

 AOpen 社では、お客様からの情報は暗号化されますので他人や他社により流用される心配はございません。加えて、AOpen 社は
お客様からのいかなる情報も公開はいたしません。弊社の方針についての詳細は、オンラインでのプライバシーの指針をご覧くだ

さい。 

 メモ: 製品が相異なる販売店やリテーラーから購入

されたり。購入日付が同一でない場合は、各製品別

にユーザー登録を行ってください。 

http://www.aopen.com.tw/company/privacy.htm
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弊弊社社へへののごご連連絡絡  
弊社製品に関するご質問は何なりとお知らせください。皆様のご意見をお待ちしております。 

 

 

 

 

ウェブサイト: http://www.aopen.com.tw 
 
Eメール : 下記のご連絡フォームをご利用になりメールでご連絡ください。
英語  http://www.aopen.com.tw/tech/contact/techusa.htm 

日本語  http://aojp.aopen.com.tw/tech/contact/techjp.htm 

中国語  http://w3.aopen.com.tw/tech/contact/techtw.htm 
ドイツ語 http://www.aopencom.de/tech/contact/techde.htm 

フランス語 http://aofr.aopen.com.tw/tech/contact/techfr.htm 

簡体字中国語 http://www.aopen.com.cn/tech/contact/techcn.htm 

環太平洋地区 
AOpen Inc. 
Tel: 886-2-2696-1333 
Fax: 886-2-8691-2233 

米国 
AOpen America Inc. 
Tel: 1-510-498-8928 
Fax: 1-408-922-2935, 1-408-432-0496 

ヨーロッパ 
AOpen Computer b.v. 
Tel: 31-73-645-9516 
Fax: 31-73-645-9604 

ドイツ 
AOpen Computer GmbH. 
Tel: 49-2102-157700 
Fax: 49-2102-157799 

中国 
艾尔�国�㆖海(股)有限公司 
Tel: 49-2102-157700 
Fax: 49-2102-157799 

http://www.aopen.com.tw/
http://www.aopen.com.tw/tech/contact/techusa.htm
http://aojp.aopen.com.tw/tech/contact/techjp.htm
http://w3.aopen.com.tw/tech/contact/techtw.htm
http://www.aopencom.de/tech/contact/techde.htm
http://aofr.aopen.com.tw/tech/contact/techfr.htm
http://www.aopen.com.cn/tech/contact/techcn.htm
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